
予算第17号議案 

 

令和７年度神戸市高速鉄道事業会計予算 

 

（総則） 

第１条 令和７年度神戸市高速鉄道事業会計の予算は、次に定めるところに

よる。 

（業務の予定量） 

第２条 業務の予定量は、次のとおりとする。  

(1) 事 業 計 画 

 年 間 １日平均 

  運 転 車 両 数 66,622両 183両 

  運 転 キ ロ 22,417,185km 61,417km 

  輸 送 人 員 114,563,280人 313,872人 

(2) 建設改良事業の概要は、「第１表 建設改良事業概要」のとおりとする。 

（収益的収入及び支出） 

第３条 収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。なお、営業

費用中固定資産除却費88,000千円の財源に充てるため、企業債（公営企業

施設等整理債）88,000千円を借り入れる。  

収 入 

第１款 高速鉄道事業収益  27,016,483千円 

第１項 営 業 収 益  23,307,916千円 

第２項 営 業 外 収 益  3,191,305千円 

第３項 特 別 利 益  517,262千円 

支 出 

第１款 高速鉄道事業費  31,286,846千円 

第１項 営 業 費 用  29,152,227千円 

第２項 営 業 外 費 用  2,034,619千円 

第３項 予 備 費  100,000千円 

（資本的収入及び支出） 

第４条 資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める（資本的収入

額が資本的支出額に対し不足する額10,958,104千円は、損益勘定留保資金
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等で補てんするものとする。）。 
 

収 入 

第１款 資 本 的 収 入  23,365,253千円 

第１項 企 業 債  15,987,000千円 

第２項 出 資 金  3,377,000千円 

第３項 補 助 金  3,169,256千円 

第４項 財 産 収 入  123,530千円 

第５項 基 金 繰 入 金  303,580千円 

第６項 雑 収 入  404,887千円 

支 出 

第１款 資 本 的 支 出  34,323,357千円 

第１項 建 設 改 良 費  17,171,443千円 

第２項 企 業 債 償 還 金  15,201,223千円 

第３項 投 資  1,309,320千円 

第４項 保 証 金 返 還 金  103,581千円 

第５項 他 会 計 繰 出 金  337,790千円 

第６項 予 備 費  200,000千円 
 

（債務負担行為） 

第５条 債務負担行為をすることができる事項、期間及び限度額は、次のと

おりと定める。 

事 項 期 間 限 度 額 

高 速 鉄 道 事 業 修 繕 等 

（ 令 和 ７ 年 度 ） 
令和７～９年度 1,643,373千円 

駅 ト イ レ 改 修 

（ 令 和 ７ 年 度 ） 
令和７～８年度 109,741千円 

ホ ー ム ド ア 設 置 関 係 

（ 令 和 ７ 年 度 ） 
令和７～10年度 250,000千円 

駅 リ ノ ベ ー シ ョ ン 関 係 

（ 令 和 ７ 年 度 ） 
令和７～９年度 2,574,311千円 

電気設備新設・改修・更新等 

（ 令 和 ７ 年 度 ） 
令和７～９年度 418,450千円 

線路設備新設・改修・更新等 

（ 令 和 ７ 年 度 ） 
令和７～８年度 488,108千円 

車両設備新設・改修・更新等 

（ 令 和 ７ 年 度 ） 
令和７～９年度 205,739千円 

機械設備新設・改修・更新等 

（ 令 和 ７ 年 度 ） 
令和７～９年度 1,023,211千円 

附 帯 事 業 関 係 

（ 令 和 ７ 年 度 ） 
令和７～９年度 617,880千円 
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（企業債） 

第６条 起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のと

おりと定める。 
 

起債の目的 

及び限度額 

高速鉄道事業 

特例債 

資本費平準化債 

公営企業施設等整理債 

13,216,000千円 

351,000千円 

2,420,000千円 

88,000千円 

起債の方法 

 

公債証券の発行又は消費貸借の方法により、借り入れる（他の地方公共団体との共同 

発行を含む。）。 

利   率 ９％以内（ただし、利率見直し方式で借り入れる資金について、利率の見直し 

を行った後においては、当該見直し後の利率） 

償還の方法 借入日の翌日から据置期間を含め、40年以内に毎年度元利均等その他の方法により償 

還する。ただし、財政上の都合等により定額以上を償還し、又は借り換えることがで 

きる。政府資金を借り入れる場合は、その融資条件による。 

（一時借入金） 

第７条 一時借入金の限度額は、15,000,000千円と定める。 

（予定支出の各項の経費の金額の流用） 

第８条 予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次の

とおりと定める。 

（１）消費税及び地方消費税に不足が生じた場合における営業費用及び営

業外費用の間の流用 

（他会計からの補助金） 

第９条 収益的支出及び資本的支出に充てるため、一般会計からこの会計へ

補助を受ける金額は、4,202,777千円である。 

（たな卸資産購入限度額） 

第10条 たな卸資産の購入限度額は、200,000千円と定める。 

（重要な資産の処分） 

第11条 重要な資産の処分は、次のとおりとする。 

種 類      名 称         数 量   処分の態様 

処分する資産  土 地  附 帯 事 業 資 産   2974.31㎡  譲 渡 

 

   令和７年２月18日提出 

神戸市長 久  元  喜  造  
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  第  １  表   建 設 改 良 事 業 概 要 
 

事 業 名 当年度予定額 事    業    概    要 

 千円   

高 速 鉄 道 建 設 16,984,467 

 

板宿駅大規模改修工事、西神中央駅リニューアル工事、脱炭

素化事業、ワンマン化対応改修、ホームドア設置費用、総係

費等 

附 帯 事 業 建 設 186,976 
西神中央百貨店ビル設備更新工事、駅ビル設備改修工事、ほ

か関連事業施設改修等 

合  計 17,171,443  
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